
 
            

   １２月１日は『世界エイズデー』 

  臨時のエイズ即日検査を実施します 

 
WHO（世界保健機関）は、世界レベルでのエイズのまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏

見の解消を目的として、12 月１日を「世界エイズデー」と定めており、世界各国でエイズに関する

啓発活動が行われます。 

 

今年の「世界エイズデー」キャンペーンテーマは、 

「UPDATE！ 話そう、HIV／エイズのとなりで ～検査・治療・支援～ 」 です。 

 ＨＩＶ/エイズは、まだ終わっていません。知っていても、分かっていても、具体的な行動が伴わ

なければ、効果的な感染予防にはつながりません。 

 

福岡市では、無料・匿名で受けられるエイズ（HIV）検査を、各保健所で実施しています。問診

と採血だけの簡単な検査です。（※別添チラシ参照） 

さらに、世界エイズデーにあわせて、下記のとおり臨時のエイズ（HIV）と梅毒の即日検査を実

施します。 

◆臨時エイズ（ＨＩＶ）即日検査と梅毒即日検査 

  日時：１２月１日（日） １４：００～１５：００受付 

  場所：中央保健所（中央区舞鶴２丁目５－１ あいれふ５階） 

     （※５階エレベータ―ホール前に受付がございます。） 

  内容：エイズ（ＨＩＶ）即日検査、梅毒即日検査 

（無料・匿名で受けられる問診・採血のみの検査） 

      予約不要・先着５０名（※検査結果は検査の約１時間後に説明いたします。） 

 

 福岡市におけるエイズ発生動向としては、新規のＨＩＶ感染者・エイズ患者の年間報告者数は、

平成 2８年が６３人、平成２９年が５４人、平成 30 年 40 人、平成３１年上半期（1 月～6 月）

は２１人となっており、日本国籍男性が多い傾向にあります。 

 

 ＨＩＶ/エイズは性感染症のひとつで、特別な人が感染するものではなく、誰でも感染する可能性

がありますが、正しい知識を持ち、それを行動に移すことで予防できる疾患です。 

 

◆各区の検査・相談窓口について ※別添チラシ参照 

 

◆その他予防啓発活動 
市政だより           １１月１５日号、１２月１日号 

フクオカ・ナウ情報誌記事掲載  １１月号 

（公財）福岡よかトピア国際交流財団 外国語情報誌（FCIF）記事掲載 １１・１２月号 

ラブ FM ラジオ放送       １１月・１２月 

※市役所・各保健所にて横断幕・ポスターの掲示や啓発コーナーなどを設置しています。 
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年次推移では、やや減少していますが、症状が出た後に診断
される方の割合が増えています。HIVに感染していること
に気がつかずに過ごしていませんか。感染しているかどう
かは、検査を受けることでわかります。不安がある方は、早
めに検査を受けましょう。
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